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AI調査員 基本機能 ①類似度付与

・特許母集団（調査対象）に含まれる類似特許を簡単かつ精度良く抽出できます。
・検索式作成スキル不要で、研究者・技術者でも使えます。
・先行技術・無効資料等の調査効率化に有効です。

類似度を数値の高い順に並び替えして、類似度の高い順から調査をすれば、調査作業の効率化が図れます

②比較する項目を指定

①発明のポイントを入力

類似度判定に使用したキーワードをマーキング

各特許に1.000～0.000までの類似度を付与



AI調査員 基本機能 ②自動分類機能

・母集団に含まれる技術を精度良く分類します。
・同時に複数の観点で分類が付与されます。
・手作業で行った分類と近似した分類が可能です。

従来の公報を読んでの分類付与作業が大幅に軽減されます。

分類ごとに一括で
類似度を自動付与

④一括実行

②観点ごとにテキスト
（文章/キーワード）を入力①分類を設定

③対象項目を選択

手作業で作成したマップ

AI調査員で自動作成したマップ

動向マップ
作成
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AI調査員 便利な機能 ①質問文自動入力機能

・公開番号もしくは特許番号を入力して「質問文付与」をクリックすると、質問文を自動で入力します。
・質問文は、類似度Aに抄録（要約）、類似度B以降に請求項が入力されます。
・請求項は、独立請求項が優先的に入力され、その後に従属項が入力されます。

抄録

請求項１（独立項）

請求項5（独立項）

請求項2（従属項）

表示例

質問文の作成が苦手な方でも、特定の特許番号を入力するだけで質問文を作成してくれます
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AI調査員 便利な機能 ②ノイズカット機能

・類似度計算後の各質問文に対する類似度を高い順に一つのグラフ上に表示します。

従来は、必要情報とノイズ情報の境界線を探すためには、類似度付与後に閲覧画面で観点ごとに
並び替えをして、内容を確認することが必要でしたが、ノイズカットマップを利用することで、閲覧画
面を操作することなく、観点ごとの類似度や他の観点との関係性等を確認し、有効特許とノイズとの
虚位回線を探ることが可能です。

マウスカーソルをグラフ上に合わせると、該当特許
の概略が表示されます

グラフ上で左クリックすると、閲覧画面に該当特許
を表示します。

X軸：順位

Y：類似度
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AI調査員 便利な機能 ③類似度集合マップ機能

・複数の類似度を最大3つの円グラフで表示できます。
・円の中の数値をクリックすると、対象のリストを表示します。
・リストのCSV出力も可能です。

複数の観点の重なり具合を見ることにより、無効資料調査等にも活用できます。

リスト表示

CSV出力
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AI調査員 便利な機能 ④キーワード切り出しと追加

・入力した質問文からキーワードを切り出して、そのワードと重みを表示します。
・キーワードは計算から除外したり、重みを変えることで重要度を変更できます。
・類似語や関連語等をキーワード追加できます。

類似語や類義語を追加することで、計算精度を上げることができます。

キーワードを追加

キーワードを計算から除外

重みを変更
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AI調査員 便利な機能 ⑤キーワード全表示機能

・一般ＫＷ：すべての類似度のキーワードを類似度ごとに一覧で表示します。
・貢献度順ＫＷ：類似度計算に貢献したＫＷをその貢献度順に類似度ごとに一覧で表示します。
・一般KW、貢献度順KWともにCSV出力が可能です。

どんなキーワードが類似度計算に有効なのかを確認することができます

一般KW 貢献度順KW
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AI調査員 便利な機能 ⑥類似度出力機能

・類似度一覧の計算結果をExcelに出力します。Excelには以下の二つのシートが含まれています。
・先頭類似度分類に基づく並替
・類似度分類ごとの並替

先頭類似度分類に基づく並替

類似度分類ごとの並替
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AI調査員 便利な機能 ⑦Pat-Synonymによる類似語追加

・キーワードを入力すると、類似語・同義語・関連語を抽出して、一覧表示します。
・一般の類似語辞書では見つからない専門用語を抽出できます。
・日本語と英語の両方の複合語に対応しています。
・日本語モデルでは、 「狭義」と「広義」の2種類の辞書モデルを用意しています。

ＡＩ調査員の質問文に類似語を加えることで、より精度の高い類似度付与・分類付与が可能です。

必要な類似語をピック
アップしてコピーして、AI
調査員のキーワードに
追加できます。

RAYTEC



1. AI調査員活用による調査業務の効率化の事例紹介 その1

事例1.先行技術調査において、効率的に類似特許を抽出し、調査時間を大幅に短縮します。

テーマ ペダルの誤操作による車両の急発進の防止システム

調査のポイント

車両の前後の一定範囲内での障害物の有無を監視して、前
後いずれかの方向に障害物が存在する状態で、その方向に
向かって進むように一定量以上のストロークでアクセルペ
ダルの踏み込みが行われた場合に、車両が警報を発すると
ともに、エンジンをアイドル状態に切り替える措置を行う。

母集団 検索式による 582件

上記テーマで、マニュアル調査を実施し、
X文献 3件 Y文献 3件 を抽出
同じ母集団を使い、AI調査員で類似度を付与して、マニュアル調査と比較
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1-①. 質問文を入力して、類似度を付与します。

※質問文は、調査のポイントを入力

質問文を入力 それぞれの文献に
類似度が付与される

実行

類似度を数値の高い順に並び替えして、マニュアル調査の結果（X文献、Y文献）とAI調査
員の類似度付与結果を比較
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抽出結果

順位 類似度 公開・公表番号 発明等の名称

1 0.658 特開2008-150006 車両駆動力制御装置

2 0.621 特開平03-000943 スロットル制御装置

3 0.558 特開平05-256170 内燃機関のスロットル弁制御装置

4 0.511 特開2006-123711 車両の安全制御装置

5 0.486 特開2012-153164 車載システム

6 0.480 特開平07-200996 車間距離警報装置

7 0.477 特開2010-246355 車両の制御装置

8 0.459 特表平04-505357 車両のアクセルペダル移動検出器を監視する装置

9 0.455 特開2011-162028 車両の警報音発生装置

10 0.455 特開平05-238290 車両の自動制動装置

11 0.445 特開平08-216737 身体障害者用車両運転装置

12 0.443 特開2012-144053 アクセル・ブレーキ踏み間違い判定装置

13 0.442 WO11/074037 車両の制御装置

14 0.439 特開2015-105588 車両の制御装置

15 0.438 特開2011-184039 車両の警報音発生装置

16 0.436 特開2013-107498 ブレーキペダル確認警報装置

17 0.435 特開2009-190597 車両制御装置

18 0.430 特開2011-162026 車両の警報音発生装置

19 0.430 特開昭61-287846 自動停車維持型液圧ブレーキ装置

20 0.419 特開2007-168545 走行支援装置

マニュアル調査との比較

評価 公開番号 順位 類似度

X 特開2008-150006 1 0.658

X 特開平05-256170 3 0.558

X 特開2006-123711 4 0.511

Y 特開2012-121539 66 0.330

Y 特開昭60-219126 108 0.289

Y 特開2008-110744 333 0.177

マニュアル調査
PAT-LIST-GLS
類似特許抽出結果

マニュアル調査で抽出したX文献は、すべて抽
出されていた（1位、3位、4位）

この他の調査案件でも検証を実施したが、８
割がほぼ3％以内にX文献が抽出出来た。

質問文のキーワードの選択や、観点を変えた
文章の入力により、より類似度の精度を高め
ることが可能。
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1-②. PAT-Synonymで類似語を抽出します。

1-③. AI調査員の質問文に類似語を加えて再度類似度を付与します。

必要な類似度を選択してク
リップボードへコピー

たとえば、初回の類似度が高かった文献の抄
録・請求項を質問文に加えたり、類似語を追
加して類似度を再計算します

キーワード追加で貼り付け

さらに、類似度の精度を上げるために・・
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1-④.類似度曲線を確認し、有効な質問文を確認します。

1-⑤.類似度集合マップにより、複数観点での集合表示も可能です。

質問文による類似度の変化を見て、どのような質問
文が有効かを目視で確認できます。

調査のポイント＋類似語

抄録＋類似語

抄録＋請求項

選択した質問文による類似度の高い順に査読する
ことで、調査時間の効率化が図れます
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No 対象 内容 調査種別 母集団件数
引用文献の類似度順位
表示方法 文献＝類似度順位

1 特開2011-202181 「シリカ系微粒子の製造方法」 拒絶理由通知 2557 X1＝3 X2=30 X3=20 X4=41

2 特開2013-038923 「サーボモータ及びエンコーダ」 拒絶理由通知 495 X1=21 X2=7 X3=1

3 特開2013-105708
「薄膜リチウムイオン二次電池及び
その製造方法並びに充電方法」

拒絶理由通知 646 X1=70 X2=110 X3=11 X4=19

4 特開2012-257297 「通信モードの設定」 拒絶理由通知 1110 X1=9 X2=65 A1=729

5 特開2013-192429 「電気自動車及びモータ駆動装置」 拒絶理由通知 361 X1=3 X2=5 X3=8 X4=9

6 特開2011-160649 「電気自動車用高電圧システム」 拒絶理由通知 473 Y1=125 Y2=12 Y3=19

7 特開2017-225341 「制御システム及び制御方法」 拒絶理由通知 991 X1=36 Y1=202

8 特開2017-143069
「電気機器制御システム、画像セン
サーおよびプログラム」

拒絶理由通知 844 X1=1 Y1=13 Y2=28 X2=2

拒絶理由として特許庁審査官が引用した文献（「J-PlatPat」で公開されているものを対象とした）が、
「AI調査員」の類似度順位では何番目かを検証した事例になります。

その他検証結果事例
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事例２.分類付与作業において、分類を高精度で自動で付与し、動向調査を効率化します。

2.AI調査員活用による調査業務の効率化の事例紹介 その2

テーマ 内視鏡用洗浄装置

分類

A ガスによる異物除去

B 継手、コネクタ

C 排水技術

D 清掃用ブラシ

E 清掃しやすい構造

F 十分な消毒効果

H 洗浄度合いのレベル保証

I 詰まり検出

母集団 検索式による 584件
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2-①複数の分類定義を質問文に入力し、各類似度を計算します。

2-②.類似度曲線を表示し、閾値を確認します。

各分類において、閾値0.3以上で
70件以上の公報が該当

複数の観点で質問文を入力

観点ごとに類似度を付与

マウスカーソルをグラフの上にあてると、内容が表示
されます。
⇒有効特許とノイズの分岐点（閾値)を探ります。
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2-④.表示する閾値を設定し、マップを表示します。

類似度 抽出 公報数 ノイズ公報数 分類精度
0.25以上 ５７１ （98％） ５１ 件 91  %
0.3以上 ５１９ （83％） ３６ 件 93  %
0.4以上 ３２６ （44%） １６ 件 95  %
0.5以上 １０１ (15%) 0 件 100 %

閾値0.3以上で9.3％、0.4以上で95％の分類精度

各社がどのテーマに重点を置いているかの
動向マップが簡単に作成できます。

マップに表示する閾値を設定
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AI調査員とマニュアル調査の比較

＊AI調査員を活用した場合、すべての分類について92%以
上（平均95%）の精度で分類ができた。

＊AI調査員を活用した場合、作業時間は13時間～15時
間であり、人のみによる作業時間（50時間）の25％～
30％の時間であった。

＊AI調査員を活用した場合の所要時間詳細は下記の通り
質問文作成 6時間
入力作業 0.5時間
分類操作 0.5時間
チェック修正 4～６時間
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